
 

 

◇◇◇ 「才能あり」の作品がたくさんありました ◇◇◇ 

 

 夏休みの課題に福島県教育委員会主催の「ふくしま十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業」の作品募集がありました。この

事業の趣旨は、子どもと家族、子どもと地域の大人、子どもと子どもなど家庭や地域における人と人とのかかわりの中で感じ

た思いや願いなどを十七音で表現することをとおして、子どもの豊かな心を育成するとともに、人と人との「絆」を強め、家

庭や地域の教育力向上を図るです。微笑ましいふれあいが表現された作品ばかりでしたので紹介させていただきます。 

 

【 絆 部 門 】 

１年 佐藤 大愛  ひさしぶり ままとふたりで かんがえる （母） 子三人 むきあう時間 十七字 

   白瀬 美怜  スイカたべ おなかいっぱい しあわせだ （母） 甘そうな スイカどれかな 音をきく 

   小河 杏萌  なすやすみ ねあせかきかき あさねぼう （父） 熱いのに 起きぬ娘が 心配だ 

   但野 未羽  あさがおは きょうもきれいに さいている（父） 朝顔は 今日もばあばが 水をやる 

   石橋 元   みんなとね はなびをすれば たのしいね （母） 真剣に 線香花火 見つめてる 

   大久保浬芭  なつやすみ おねえちゃんと あそんだよ （担任）２がっきは おともだちと あそべるね 

   富川 琉莉  いとこたち いつになったら 会えるかな （祖母）祖父母孫 打ち上げ花火 笑顔咲く 

   矢野馬春人  ことしはね かんじのべんきょう がんばりたい（母）いつまでも 続くといいな そのやる気 

   田中 雪華  えをかいた みんなにこにこ たのしいな （母） 絵しりとり 何これ笑う 三世代 

   櫻田 陽稀  まねをする ハムスターは ふわふわだ  （担任）ふわふわな ハムスターに まいにちおはよう 

   高橋 由吏  なつやすみ やさしいこころ おてつだい （父） ふるさとや こころおどかせ みやこかな 

   栗原 愛実  コロナかで ともにあえない さびしいな （母） なつやすみ バーベキューで だんらんだ 

２年 木野田彩咲  ママはどこ パパとおうちで おるすばん （母） 一人時間 結局買うのは 君のもの 

   杉本 遥香  盆休み どこにも行けない 夏休み    （父） 今は待て コロナ収束 来年こそは 

   藤原 快斗  ともだちと いつもはなすよ またあした （母） 絆とは みんなをつなぐ 希望（のぞみ）の輪 

   高橋 実玖  バーベキュー パパのくしやき おいしいな（母） バーベキュー メインの肉より 庭遊び 

   村田 梨雪  がんばった 七夕てんで 金しょうだ   （母） 実ったね 自信と笑顔が 花開く 

   上田 乙姫  あやとりで はしゃいでいる いえの中  （母） 糸つなぎ 昔なつかし 母想う 

大内 煌斗  夏祭り 今年もないな チョコバナナ   （母） 来年は 行けるといいね 夏祭り 

   小林 瑚白  小鳥さん かた目つぶって あぶないよ  （母） 羽ばたけと 見守る姿 子も同じ 

   阿部 由依  前を見て がんばるみんなが メダリスト （父） 五輪見て 一つになれた 和の心 

３年 門馬 麻弥  夏休み ラムネを食べて おいしいな   （母） アイスはね ２日に１回！ 冷えるから 

   石橋 愛萌  お米とぎ まいにちできて うれしいな  （母） ありがとう おうち時間で お手伝い 

   大谷 綾乃  つりへ行き やっとつれたぞ 思い出が  （父） 釣りに行き 何も釣れずに 赤っ恥 

   小河 啓汰  夏休み テレビつけると オリンピック  （母） 仕事後に 子から結果を 聞いて知る 

   大久保光渚  お手伝い テーブル拭きを がんばった  （担任）お手伝い がんばる姿 思い浮かぶ 

   矢野馬絢香  お父さん 朝昼夜も つりにいく     （父） 魚釣り 娘が大好き 刺身で食う 

   伊藤 楓馬  夏休み 米とぎたくさん やりました   （父） 息子炊く 米を食べて 元気出る 

   堀川 詩織  ３年生 きれいに早く たためるよ    （母） ３年生 お手伝いから 戦力に 
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４年 杉本 優香  乗りこえよう みんなでつなぐ 命づな  （父） この希望（のぞみ） みんなにとどけ 世界の輪 

   伊藤 琉馬  風呂洗い 仕事がんばる 親のため    （父） 疲れ取る 息子が洗った 浴槽で 

   和田 心菜  朝顔の タネまきしたよ 楽しみだ    （祖母）やっぱりね 水やり当番 私だな 

   飯部 豪琉  つみかさね チームで取った 金メダル  （母） テレビ越し 拳に懸ける 五輪の金 

   今野 結人  普段から 言えない言葉 ありがとう   （母） 何気ない 言葉だけども うれしいな 

   新道 初流  新しい 妹できて うれしいな      （父） 目の中に 入れても良いと 姉は言う 

   紺野 芽生  夏休み とれたて野菜 おいしそう    （祖母）この野菜 何の料理に しようかな 

５年 赤坂 拓翔  ばあちゃんに 聞いて１ページ すぐできた（祖母）アドバイス 孫の宿題 ボケ防止 

   堀  善翔  のんびりと 気づけば夏も 最終日    （母） 宿題は？ 毎日声かけ 大変だ 

大久保海音  愛されて 生まれ育った 住みどころ   （母） 墓参り 家族のきずな 再確認 

   佐藤 晴陽  庭プール ひんやりして きもちいな   （父） 子どもより はしゃいではいる 父と母 

   岩野 美羽  ひるねして 午後から宿題 がんばるぞ  （母） 午前中 遊びすぎたら 起きられない 

   白鳥 真央  日焼けした 弟ほっぺ パンみたい    （母） よし決めた！！ランチはみんなで ハンバーガー 

   木野田莉桜  おるすばん お昼ご飯を 作ってる    （母） おいしいよ また午後からも がんばれる 

   込堂かのん  コロナかで どこにも行けない 夏休み  （父） 出かけない それでも宿題 終わらない 

６年 込堂 陽菜  コロナ渦で どこにも行けない 夏休み  （母） 宿題が 終わってないのに ゲームする 

   髙野心乃美  夏の日に 父と一緒に 波乗りだ     （父） 父の夢 娘といっしょに 波乗りだ！ 

   松下 晟也  コロナ渦で どこにも行けない つまらない（母） コロナ渦で 親子で一緒に 筋トレだ 

   矢野馬海聖  夢のため ぼくは毎日 バスケする    （母） 君のため 父も一緒に 汗流す 

   飯部 琴葉  夏休み 海に行ったよ 波の音      （母） 思い出に なればと願い 海へ行く 

   佐藤 蓮   暑すぎる 水をかけられ さけぶぼく   （母） まぶしいな 輝く水と はずむ声 

   三村 侑衣  コロナでも みんなの絆 ふかめよう   （父） 十年目 感謝忘れず これからも 

   

【 ふるさと部門 】 

２年 日下 鈴蘭  ふるさとは のびのびそだつ たのしいな（母）恋しいな 田畑の匂い 思い出す 

   森  陽翔  きたいずみ てんぼうだいで うみをみた （父）ふと思う 昔の風景 なつかしむ 

３年 古内 結夢  夏休み コロナでプール 行けないよ   （母）もう少し 元気に泳ぐ 子の姿 

   大内 琉煌  ふくしまけん しぜんがたくさん いいね （母）ふくしまけん くうきがおいしい いいね 

５年 白瀬 隼人  およぎたい コロナ渦なので 庭プール  （父）海開き コロナの猛威 泳げない 

   青田 瑠花  ふるさとで 待ちにまったよ 海開き   （父）故郷の 心やすらぐ 波の音 

   古内 結愛  夏の空 セミがミンミン 鳴いている   （母）山の中 止むと寂しい 蝉の声 

   池田 美桜  コロナ中 マスクが大事 きをつける   （母）都会へ やはり落ち着く 我がふるさと 

   安藤 煌芽  野馬追は 南相馬の お宝だ       （母）梅雨明けだ 響かぬ馬の いななきが 

６年 白瀬 莉愛  海岸で かにを見つけた かわいいな   （母）潮風と 子供の笑顔に いやされる 

                           


